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名寄市立大学コミュニティケア教育研究センター 年報 第１号（通巻 35号）（2017） 
 
② 地域との関係性について考えていること ③ 福祉施設等他機関との連携について考えていること ④ 




















































































名寄市立大学コミュニティケア教育研究センター 年報 第１号（通巻 35号）（2017） 
 
しない定年制があり、担い手を確保していかなければ、地域の更生保護活動が維持できない(J氏)。 








































































































になっている。平成 27年度には全国で 446か所に整備されている(平成 28年犯罪白書)。 
名寄更生保護サポートセンターは、名寄地区保護司会により、平成 24 年 9 月 1 日に、名寄市総合福祉セ
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